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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月13日(2017.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　複数のエレメンタリストリームおよび複数の階層拡張記述子を備えるビデオデータスト
リームを受信することと、前記複数の階層拡張記述子のそれぞれの階層拡張記述子の各々
は、前記複数のエレメンタリストリーム内のそれぞれのエレメンタリストリームに対応し
、前記複数のストリームのそれぞれのストリームの各々は、ＭＰＥＧ－２システムにおけ
る高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）拡張ビデオストリームであり、
　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリスト
リームからアクセスユニット内のＨＥＶＣレイヤピクチャをアセンブルすることと、ここ
において、
　　前記バッファモデルは、トランスポートストリームシステムターゲットデコーダモデ
ルまたはプログラムストリームシステムターゲットデコーダモデルであり、
　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリ
ームであり、
　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットス
トリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブルす
るために同じバッファモデルが使用され、
　　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記エレメンタリストリームに対応
する前記階層拡張記述子内の１つまたは複数の値に基づいて、現在のオペレーションポイ
ントの出力レイヤを復号するために必要とされる複数の参照レイヤを識別することを備え
、
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　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号す
ることと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、およ
び３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々につい
て、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使用して、アクセスユニットをアセンブ
ルすること、
をさらに備え、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記プログラムに関連付けられたそれ
ぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファを備え、
　　前記方法は、前記それぞれのエレメンタリストリームに属する前記トランスポートス
トリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）パケットの各々につ
いて、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファに前記それぞ
れのＰＥＳパケットを記憶することをさらに備える、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】



(3) JP 2017-508339 A5 2018.2.1

　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
　　前記方法は、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶することと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶することと、
　　さらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記方法は、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存在することと、ＩＴＵ－
Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｇまたは付属書類Ｈ
において定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＨＥＶＣ拡張ビデオス
トリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少なくとも１つのＨＥＶＣ積層
ビデオサブビットストリームが存在することとを決定することに応答して、前記アクセス
ユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッファモデルを選択することをさ
らに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　複数のエレメンタリストリームおよび複数の階層拡張記述子を備えるビデオデータスト
リームを受信するための手段と、前記複数の階層拡張記述子のそれぞれの階層拡張記述子
の各々は、前記複数のエレメンタリストリーム内のそれぞれのエレメンタリストリームに
対応し、前記複数のストリームのそれぞれのストリームの各々は、ＭＰＥＧ－２システム
における高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）拡張ストリームであり、
　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリスト
リームからアクセスユニット内のＨＥＶＣレイヤピクチャをアセンブルするための手段と
、ここにおいて、
　　前記バッファモデルは、トランスポートストリームシステムターゲットデコーダモデ
ルまたはプログラムストリームシステムターゲットデコーダモデルであり、
　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリ
ームであり、
　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットス
トリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブルす
るために同じバッファモデルが使用され、
　　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記エレメンタリストリームに対応
する前記階層拡張記述子内の１つまたは複数の値に基づいて、現在のオペレーションポイ
ントの出力レイヤを復号するために必要とされる複数の参照レイヤを識別することを備え
、
　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号す
るための手段と、
　を備える、ビデオ復号デバイス。
【請求項９】
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
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効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、およ
び３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１０】
　前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々につい
て、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使用して、アクセスユニットをアセンブ
ルするための手段をさらに備え、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１１】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記プログラムに関連付けられたそれ
ぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと
　を備える、請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１２】
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファを備え、
　　前記ビデオ復号デバイスは、前記それぞれのエレメンタリストリームに属する前記ト
ランスポートストリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）パケ
ットの各々について、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッフ
ァに前記それぞれのＰＥＳパケットを記憶するための手段をさらに備える、
　請求項１１に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１３】
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
　　前記ビデオ復号デバイスは、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すための手段と、
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　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶するための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
取り出すための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶するための手段と、
　　をさらに備える、請求項１２に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１４】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記ビデオ復号デバイスは、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存在するこ
とと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｇま
たは付属書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＨＥＶ
Ｃ拡張ビデオストリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少なくとも１つ
のＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームが存在することとを決定することに応答して
、前記アクセスユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッファモデルを選
択するための手段をさらに備える、
　請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１５】
　実行されると、ビデオ復号デバイスに、請求項１乃至７のいずれか１つに記載の方法を
行わせる命令を記憶した、コンピュータ可読データ記憶媒体。
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